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１．はじめに 

 鋼管内に充填されたコンクリートにプレストレスを導入することにより，引張力に有効で剛性が高い梁

構造が実現できる．例えば，鋼桁の下フランジに設置することにより，剛性を確保しつつ桁高が低い複合

桁への適用などが考えられる．鋼殻で囲まれたコンクリートにプレストレスを均等に導入させることを確

認するための試験を行った．なお，試験体は，ストラットを有するハーフパイプとした． 

２．プレストレス導入試験の概要 

（1）試験体 

 試験体の平面図と断面図を図-1 に示す.鋼殻は幅 314 mm，高さ 132 mm とし，鋼板（板厚 12 mm，材質 SS400）

を溝形に曲げ加工した．試験体長は 12.0 m とし，開断面となる鋼殻には，約 3m 間隔でストラットを設置する

ことにより一体化させた．鋼殻内部に PC 鋼線（Φ15.2）を 4 本配置し，所定の緊張量を与えた状態でコンク

リートを充填した．コンクリートは，設計基準強度（f ’ck）60 N/mm2の高強度コンクリートとし，スランプフ

ローは 50 cm±10 cm とした．試験時の圧縮強度は，78.7 N/mm2，静弾性係数は，33.7 kN/mm2 であった． 

プレストレス導入時の付着によるプレストレスロスを低減させるため，鋼殻内面にはエッチングプライマ

ーを全面塗布した．また，PC 鋼線の定着部となる端部の閉断面部には，遅延硬化性樹脂を塗布した．  

図-1 試験体図 

（2）試験方法 

 試験体装置を図-2，試験状況を写真-1 に示す．圧縮ジャッキ 2 台で PC 鋼線を

緊張し，硬化後に圧縮ジャッキを段階的に除荷しながら荷重，コンクリートひ

ずみおよび鋼殻ひずみを実測した．コンクリートひずみおよび鋼殻ひずみの計

測位置は，ジャッキ側，中央，固定側とした．プレストレス導入前の圧縮ジャッ

キ緊張量は 711 kN であった． 

 鋼殻とコンクリートの付着が解放されたときの荷重を接触面積で除して付着

強度を算出し，文献 1) の支圧摩擦試験結果における最大せん断応力から残留せ

ん断応力を除したせん断付着強度と比較した．                 写真-1 試験状況 
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図-2 試験体装置図 

３．試験結果と考察  

 試験結果について，養生日数 7 日におけるコンクリ

ートの静弾性係数より，合成断面と非合成断面のひず

みの理論値を算出した． 

 導入プレストレスとコンクリートひずみの関係を

図-3 に示す.コンクリートひずみは，318 kN までは，

合成断面と非合成断面の理論値の間であった．プレス

トレス導入完了時の試験体中央のコンクリートひず

みは，-711μ であったことから，所定コンクリートひず

みの約 83%であった． 

導入プレストレスと鋼殻ひずみの関係を図-4 に示す．図-3 導入プレストレスとコンクリートひずみの関係

鋼殻の圧縮ひずみは，318 kN 以降減少傾向となり，

525 kN 以降はほとんど変化がみられなかった．これに

対し，図-3 のコンクリートの引張ひずみは，525 kN 以

降も増加したことから，鋼殻とコンクリートの付着切

れが発生したと考えられる．このときの鋼殻とコンク

リートの付着強度（付着切れ推定荷重／接触面積）は，

0.102 N/mm2 であった．これは，文献 1) に示される表

面処理をエッチングプライマーとし，支圧応力が小さ

い場合の支圧摩擦試験結果から得た，せん断付着強度

0.109 N/mm2 と概ね一致した．             図-4 導入プレストレスと鋼殻ひずみの関係 

４．まとめ 

 コンクリートのみに，長手方向全体にわたり均等にプレストレスを導入させる目的で試験を行った．試験結

果より得られた知見を以下にまとめる． 

1. 鋼殻内面にエッチングプライマーを塗布することで，有効なプレストレスは約 83%であった． 

2. 鋼殻とコンクリートの付着切れが発生した 525 kN における付着強度 0.102 N/mm2 が，支圧摩擦試験にお

けるせん断付着強度 0.109 N/mm2 と概ね一致していることを確認した． 
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